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図1‐1 死傷者数の年別推移
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図1‐2 死亡者数の年別推移
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昭和４８年から平成２１年までの傾向

１ 労働災害の推移

全国および神奈川労働局管内の死傷者数については、長期的には減少傾向を示していましたが、平成２１
年を底に、増減を繰り返した後、新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年以降３年連続で増加し、
令和５年は再び減少しました。
しかしながら、令和５年は全国、神奈川労働局管内共に、新型コロナウイルス感染症流行前の令和元年よ

りも増加しています。
全国と神奈川労働局管内は類似した傾向で推移しています。

(全国データは労災給付データ及び労働者死傷病報告（労災非適）から作成。
神奈川データは平成10年までは労災給付データ、平成15年以降は労働者死傷病報告から作成）

全国の労働災害による死亡者数は、労働安全衛生法が施行された昭和４７年以降、昭和４８年を
ピークに、増減を繰り返しながら長期的には減少傾向を示しており、平成２７年以降は死亡者数が千
人を下回っています。
神奈川労働局管内の労働災害による死亡者数は、昭和４８年の２４５人をピークとして長期的に減

少傾向にあり、令和元年には２４人と過去最少となったものの、令和３年に急増し、令和４年に減少
したものの、令和5年は再び増加して４２人となりました。

(令和3年に６件、令和４年に１件発生した新型コロナウイルス感染症のり患による死亡者数を含む）

(令和５年の死亡者数は確定前の暫定値）

S48 S53 S58 S63 H5 H10 H15 H20 H21 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

神奈川 17,490 14,666 12,703 10,896 8,524 7,552 6,814 7,119 6,215 6,485 6,639 6,511 6,598 6,551 6,920 7,095 7,617 8,668 16,571 9,838

7,204 7,560 7,792 8,002

全国 387,342 348,862 278,623 226,318 181,900 148,248 125,750 119,291 105,718 118,157 119,535 116,311 117,910 120,460 127,329 125,611 131,156 149,918 288,344 169,008

125,115 130,586 132,355 135,371

神奈川(コロナ除く)  

全国(コロナ除く)  

全国の確定値が発表されたので、
R4、R5の全国（コロナ除く）の数
値を修正しました。

全国の確定値が発表されたので、
R4、R5の全国の数値を修正しました。

S48 S53 S58 S63 H5 H10 H15 H20 H21 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5
神奈川 245 145 102 127 112 79 86 44 52 44 32 36 28 30 34 24 37 49 30 42
全国 5269 3326 2588 2549 2245 1844 1628 1268 1075 1030 1057 972 928 978 909 845 802 867 791 759

確定値修正版


